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議
会
ク
イ
ズ

第11回
《
ク
イ
ズ
》

　

空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

①�

全
会
計
を
○
○
で
繰
越

　

②�

９
月
補
正
予
算

豪
雨
災
害
の
復
旧
と
各
基
金
積
立
に
○
○
円

　

③�

一
般
質
問　

○
○
小
学
校
の
建
て
替
え
は

　

④�

特
集
記
事　

お
ば
ち
ゃ
ん
食
堂「
○
○
の
風
」

　

⑤�

グ
ル
ー
プ
紹
介　

○
○
グ
ル
ー
プ

《
ヒ
ン
ト
》

　

議
会
広
報
を
良
く
読
め
ば
解
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
・
ご
意
見
な
ど
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
ち
の
声
」で
、
出
来
る
だ
け
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
５
名
の
方
に�

１
０
０
０
円
分
の
や
ま
な
み
商
品
券
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

　

応
募
は
お
１
人
・
１
通
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

《
あ
て
先
》

　

〒
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２
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神
石
高
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会
事
務
局

　
「
第
11
回
議
会
ク
イ
ズ
係
宛
」

《
締
め
切
り
》

　

11
月
18
日（
金
）　

消
印
有
効

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
賞
品
発
送

お
よ
び
『
ま
ち
の
声
』
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

　

 

　

野
田
総
理
は
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
・
復
興
財
源
確
保

の
た
め
、
早
々
と
増
税
路
線

に
カ
ジ
を
切
り
ま
し
た
。

　

増
税
の
前
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
自
ら
の
身

を
削
り
、
徹
底
的
に
無
駄
を

省
く
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
政
治
と
カ
ネ
の
問

題
や
閣
僚
の
不
一
致
発
言
な

ど
、
国
民
の
政
治
不
信
は
増

大
す
る
一
方
で
す
。

　

相
変
わ
ら
ず
迷
走
し
続
け

る
民
主
党
政
権
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
も
地
方
自
治
体
は
、

常
に
住
民
に
寄
り
添
い
、
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

真
に「
人
と
自
然
が
輝
く
」

ま
ち
を
築
く
た
め
に
、「
議
会

改
革
」
を
推
進
し
住
民
の
負

託
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

　
「
み
ん
な
の
町
議
会
」
を
通

し
議
会
改
革
推
進
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

（
寄
）

議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長　

寄　

定　

秀　

幸

 

副　

〃　

小　

川　

清　

治

 

木
野
山　

孝　

志

 

橋　

本　

輝　

久

 

横　

尾　

正　

文

グループ紹介

元
気
で

　

楽
し
く
や
っ
て
ま
す
。

　

私
達
の
集
落
は
、
６
戸
で
20
人
足
ら
ず
の

小
さ
い
集
落
で
す
。
ま
た
岡
山
県
と
の
境
に

位
置
し
、
と
な
り
は
高
梁
市
で
す
。

　

地
区
の
行
事
な
ど
、
協
力
的
で
、
老
若
男

女
が
助
け
合
い
、
時
に
は
意
見
の
言
い
合
い

も
活
発
に
お
こ
な
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
に
、
小
さ
い
集
落
で
も
何
か
一
日

が
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
は
無
い
か
と
み
ん

な
で
考
え
、
都
市
住
民
の
方
と
農
業
体
験
を

と
お
し
た
交
流
を
始
め
ま
し
た
。
田
植
え
、

稲
刈
り
と
年
２
回
の
交
流
で
す
が
、
今
で
は

地
元
産
の
お
米
な
ど
購
入
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
稲

刈
り
体
験

後
は
、
新
米

の
お
む
す
び

で
親
睦
を
は

か
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、

都
市
住
民
の

方
と
の
懇
親

を
も
っ
と
深

め
、
共
に
楽

し
く
や
っ
て

行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

元 な気
有
木
自
治
振
興
会　

宮
尾
グ
ル
ー
プ
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